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　ブラジル・サンパウロにあるトランスアメリカホ
テル・カンファレンスセンターで開催されたThe
28th　lnternational　Congress　of　the　lnternational　Academy
of　Pathologyに参加しましたので報告いたします。
開催日時は2010年10月10～15日です。東京医科
大学からは長尾俊孝主任教授と2人で参加しまし
た。私はポスターセッションで胃癌の研究に関して
発表しました。
　The　Intemational　Academy　of　Pathology（通称IAP）
の学術集会は2年に1度開催される歴史のある国際
学術集会です。毎回異なる国で開催されます。前回
の第27回大会はギリシャのアテネで開催され、次
回の第29回大会は南アフリカのケープタウンで開
催される予定です。病理関連の学術集会の中では世
界最大規模の学術集会の1つです。今回は開催地が
ブラジル・サンパウロと遠方のため、日本人病理医
の参加者数は20名程と少なめでした。
　日本からブラジルへは直行便がないため、成田発
イタリア経由サンパウロ着で渡洋しました。トラン
ジットの時間を除いて合計24時間の飛行時間でし
た。ブラジルへ日本人が移民した当時は1カ月の船
旅だったそうですがら、その頃に比べて短時間に
なったとはいえ、遠かったです。
　学術集会会場となったホテルは、空港からタク
シーでハイウェイを利用して1時間程のサンパウロ
市郊外に在ります。現在、ブラジルは好景気で、新
しいビルを盛んに建築しています。中心部を再開発
するのではなく、郊外に新しいビル群を急速に新築
してゆくので、鉄道建設が追い付かず、郊外への移
動手段は車に頼っています。市内中心部がひどい交
通渋滞となるのは日常的な事です。
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図3　発表したポスターと筆者
学術集会
　最初の夜は、opening　partyが行われました。
Opening　partyは学術集会会場のホテルとは異なる場
所で行われました。そこは古い駅を改築したコン
サートホールで、現在も駅としても利用されていま
す。学術集会会場からopening　party会場まではバス
で移動しました。移動中のバスで、偶然に隣席した
初老の紳士が私に話しかけてきました。彼はロシア
から参加したそうです。私が日本から来たことを話
すと、彼は2度来日したことがあり、日本の思い出
は「“さしみていしょく（日本語で）”がお美味しかっ
た。」とのことでした。それ以来、raw飴hはお気に
入りだそうです。ロシアにおける医師の現状を尋ね
ると、「ソビエト時代は医師の大部分が女性であっ
たが、ロシアになってから大分変った。現在の医師
の男女比は約半分半分である。今でも、内科は90％
位が女性医師で、外科系は男性医師が多くなってき
た。医師のステータスは高くなく、共働きが一般的
である。」とのことでした。日本では、女性医師が
出産や子育てでなかなか思うようには働けないのが
実情です。以前勤務していた大学では、学内に職員
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図4　closing　partyの様子
用の保育園が新設されました。日本では女性が働く
環境が十分に整っていないのが現状であり、出産や
子育てに協力的な社会基盤を整えるべきだ、と思い
ながらopening　party会場に到着しました。　Opening
partyでのコンサートでは、ブラジルの古典から現
在までの音楽がクラッシック楽器で演奏されまし
た。
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　今回の学術集会は、大雑把に分けると、ポスター
セッション、口演（無料）、口演（有料）の3つが
同時進行で行われました。無料の口演やポスター
セッションに人が集まり、閑古鳥が鳴いている有料
の口演会場が散見されました。私は幾つかの有料口
演に参加しましたが、科学雑誌もコンテンツを無料
で公開する方向に進んでいるのですから、参加費を
支払った者がどの口演にも無料で参加できるように
すべきだと思われました。
　今回の学術集会では病理診断、研究、標本作製等
の機器に関することが発表されました。他の病理国
際学会学術集会では研究主体の発表がなされること
が多いですが、IAPでは診断に関することが他の学
会より多い傾向にあります。新分類や珍しい症例を
勉強するには良い機会となりました。
　Closing　partyでは、サンバが披露されました。ホ
テル1階の会場で行われましたが、ホテルの全室に
響き渡る大音量で音楽が鳴らされ、ダンサーと共に
学術集会参加者が一緒に踊って閉会となりました。
学術集会外
　現地で知り合った日系2世の方と、その義理の兄
である韓国系2世の方と話す機会がありました。彼
ら曰く、日本または韓国よりもブラジルの方が色々
な意味で住みやすく、祖国での永住の機会があって
もブラジルに住みたいとのことでした。20年立前
までは祖先の由来を語る人が多かったそうですが、
現在ではあまりにも人種が混ざりすぎたため、自分
の由来を話題にしないそうで、人種差別は99％無
いとのことでした。また、住みやすい理由の1つと
して「同じ1房のバナナを10円で買うこともでき
るし、100円で買うこともできる。ブラジルは日本
より貧富の差があるかもしれないが、各階層の生活
が成り立つ様な仕組みができている。」と話してく
れました。日本に住んでいると、皆が一様に良い生
活水準を保たなければならないような強迫観念にも
似た考えを持ちがちですが、ブラジル様式もありだ
なと感じました。
　私は学術集会に参加すると、無性に研究をしたく
なります。国内の学術集会でもそうですが、国際学
術集会に参加すると顕著にモチベーションが上がり
ます。国際学術集会に参加する意義は仕事に関する
情報収集や他国の研究者との交流等は言うまでもあ
りませんが、渡航先の現地の人たちとの交流によっ
て他国の文化や更に自国の文化をより理解し、豊か
な人間形成をすることにあると思います。特に若い
人達は積極的に海外で開催される国際学術集会に参
加されることをお勧めします。
　本国際病理学会学術集会への参加のために東京医
科大学国外出張助成金を頂戴しました。この場をお
借りして、東京医科大学関係各位の方々に厚く御礼
申し上げます。
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